



Wellbeing during a time of war
























The paper presents a portion of the results of the Research Project of the Japanese Society 
for the study of Human Welfare and Culture. Research on war in line with welfare culture stud-
ies focuses on specific cultural activities, such as art， comics， and food culture， and emphasizes 
the aspect that cruel wars have weakened the cultural activities of the people. One of the issues 
of welfare culture studies is the inheritance, not only of the cruelty of war but also of the utiliza-
tion of the efforts and environment to reduce the cruelty of war. Therefore， the study focused 
on the experience of the Bando Prisoner-of-War Camp that humanely treated prisoners during 
the World War I and built a symbiotic society with local residents. The experience was success-
ful in the sense that it controlled violence in war scenarios， while pursuing welfare and reduced 
cruelty. The Bando experience is suggested for the present age when the basics and new tech-














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Winter J M， 1988, The Encyclopedia of the 20th Century: The Experience of World War Ⅰ， Equi-
nox （Oxford） Ltd.（=1990, 小林章夫監訳『第１次世界大戦〔上〕－政治家と将軍の戦争：20
世紀の歴史13』平凡社
大河内一男（1944）『戦時社会政策論』時潮社
小倉譲二（2007）『右翼と福祉－異形の “底辺にむかう志” と福祉現況へのメッセージ』法律文化社
孝橋正一（1962）『全訂 社会事業の基本問題』ミネルヴァ書房
瀬戸武彦（2006）『青島から来た兵士たち－第一次大戦とドイツ兵俘虜の実像』同学社
下総高次（1995）「板東俘虜収容所における健康保険組合（日本歯科医史学会第23回（平成７年度）
学術大会講演事後抄録）」『日本歯科医史学会会誌』pp.101-103
鍾家新（1998）『日本型福祉国家の形成と「十五年戦争」』ミネルヴァ書房
関家 新助（2017）『生存権・戦争と平和－哲学的考察』彩流社
高岡裕之（2011）『総力戦体制と「福祉国家」－戦時期日本の「社会改革」構想 （シリーズ 戦争の
経験を問う）』岩波書店
高橋敏夫（2016）『友愛の花－板東俘虜収容所物語』教育出版センター
田代国次郎（2004）『苦悩する社会福祉学－反戦平和の社会福祉基本原則を守る』社会福祉研究セ
ンター
田村一郎（2010）『板東俘虜収容所の全貌－所長松江豊壽のめざしたもの』朔北社
ダグラス・ラミス（2005）「『帝国』と化したアメリカ－追従しか知らない日本」小田実・木戸衛一
編『ラディカルに〈平和〉を問う』法律文化社， pp.99-145.
徳島新聞編集局編（2019）『第九永遠なり－鳴門初演100年（第２版）』徳島新聞社
冨田弘（2006）『板東俘虜収容所－日独戦争と在日ドイツ俘虜』法政大学出版局
中村彰彦（2002）「仁慈の心－保科正之と松江豊寿」『文藝春秋』80（16）, pp.22-25
習志野市教育委員会編（2001）『ドイツ兵の見たニッポン－習志野俘虜収容所1915～1920』丸善ブッ
ク
林啓介・バーディック・メースナー（1982）『板東ドイツ人捕虜物語』海鳴社
林啓介（1993）『「第九」の里　ドイツ村－「板東俘虜収容所」改訂版』井上書房
星亮一（2006）『松江豊寿と会津武士道－板東俘虜収容所物語』ベスト新書
山田理恵（1998）『俘虜生活とスポーツ－第一次大戦下におけるドイツ兵俘虜の場合』不昧堂出版
結城俊哉（2015）「戦争文化は、この国に何をもたらしたのか」大田昌秀・浅井春夫・植田章ほか『戦
争と福祉についてボクらが考えていること』本の泉社、pp84-98
横田新（1993）『板東俘虜収容所所長　松江豊寿』歴史春秋社
横田庄一郎（2002）『第九「初めて」物語』朔北社
－176－
東日本国際大学研究紀要 Vol.25　№1
その他
出目昌伸監督『バルトの楽園』東映、2006年
鳴門市ドイツ館「板東俘虜収容所」資料Web　http://bando-doitsu.com/ja/（最終アクセス 
2019.9.17）
－177－
戦時に実現した福祉

